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科目名 　中国語Ⅰ

担当者氏名 　坂井田　夕起子

授業方法 講義 単位・必選 2・選択必修 開講年次・開講期 1年・春期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

第二外国語-1 国際社会に貢献できる人材育成

第二外国語-3 コミュニケーション能力の向上

中国語は世界で一番多くの人々に使われている言葉です。現在
の日本にも多くの中国語話者がおり、子どもたちは日本の学校
に通っています。そして、中国語を話す外国人観光客も多く来
日します。この授業では、中国語の基礎的な知識を学び、中国
の社会や文化の今についても映画やインターネット動画などを
使って学んでいきます。

王丹著『新ゼロからスタート中国語　文法編』Jリサーチ出版

必要に応じてプリントを配布する。

中国語の入門コースとなるこの授業では、まず発音の練習を重
視します。次に中国語の基本となる言葉（簡体字）、語順など
の文法や基本文型を学習し、数と時刻の表現、使用頻度の高い
形容詞や動詞、文章を構成するのに不可欠な助数詞・前置詞な
どを覚えます。また、インターネットの動画や映画などを通じ
て、中国の言葉と文化に親しみます。

毎回の授業の後に、勉強した部分を復習すること。

小テスト（50％）と期末テスト（50％）で評価する。

週 テーマ 学習内容

1
中国と中国語を知ろう 現代中国についての基礎知識、中国語と文字の特徴、発音のポイントや声調（四声）、

単母音の練習

2
中国語の発音を知ろう 複合母音、鼻母音、子音、その他の発音のポイントを練習しよう

3
あいさつの基本 中国語の発音の確認しながら、基本的なあいさつの言葉を覚えよう

4
名前のたずね方と言い方 中国語の発音の確認、自己紹介の練習、自分の名前を中国語で言ってみよう

5
是の文① 動詞「是」の文章を練習しよう、いろんな名詞を覚えよう

6
是の文② 指示代詞、疑問詞の使い方を練習しよう

7
是の文③ 疑問代詞「誰」を使ってみよう、省略形「呢」を覚えよう、数字を覚えよう

8
動詞「有」の文① 動詞「有」の使い方をおぼえよう、反復疑問文を知ろう

9
動詞「有」の文② 動詞「有」を使って家族を紹介しよう、人・モノの数え方をおぼえよう

10
動詞「有」の文③ 動詞「有」を使って場所の言い方を練習しよう、道の聞き方をおぼえよう

11
月・日・曜日・年号・電
話番号

月・日・曜日・年号・時間・電話番号の言い方をおぼえよう

12
名詞述語文 名詞述語文を知ろう、時間、年齢の言い方をおぼえよう

13
形容詞の使い方 形容詞述語文をおぼえよう、天気の言い方を知ろう、「怎么样」をつかってみよう、お

金の言い方を知ろう

14
振り返り・演習 これまでに勉強した成果を発揮しよう

15
まとめ 半年間の授業のまとめをしよう
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